
                 

 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

コロナ禍の中、熊本市保育園連盟の総会及び園長会を集合形態で開催しました。各園の正会

員２名の参加を依頼し、多くの方々にお集りいただき、総会成立宣言後、令和３年度立田山野外

保育センター事業第 2 次収支補正予算の承認をいただきました。 

その後、令和４年度の事業計画と収支予算を審議検討後、承認をいただきました。又、総会と園

長会の間では、次期の監事候補者２名と理事候補者５名の役員選任選挙もおこなわれました。 

 

乳児用呼吸モニター1 台を奥古閑保育園に寄贈 

国際ソロプチミスト熊本―わかば様は働く女性の子育て支援として、当連盟

加盟園に 14 年間で 27 台の乳児用呼吸モニターを贈られています。今年度も

希望園の抽選で決定しましたので、園長会にて連盟理事長から奥古閑保育園

園長に贈呈していただきました。毎年、乳児の安全を見守るための、ご支援をい

ただき感謝いたします。ありがとうございます。  

 

健康づくりウォーキングの表彰 

福利厚生委員会が企画し、全園の職員を対象とした健康づくりウォーキングが終了し、団体や

個人の表彰がおこなわれました。 

最優秀団体賞はつくし保育園、優秀賞は銭塘保育園とエンゼル保育園に贈られ、最優秀個人

賞は、つくし保育園の守田千絵先生、優秀賞はエンゼル保育園の西郡初美先生、他 多くの参加

者に贈られました。健康とダイエットのウォーキング、これからもお続けください。 
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信頼をされる保育はまず安全 No.1 

３月臨時総会と園長会を同時開催 



                 

 

 
 

日常保育のありがたさ  城南慈光保育園  

  ひとまずコロナ禍での登園自粛は落ち着き、子ども達の賑やかな声

が戻りつつあります。 

様々な制限の下、物足りない保育園生活の中で感じたことは、「毎日

元気で会えることは当たり前じゃない」ということです。感染の不安の

中で、今まで当たり前に思っていた子ども

達の笑顔が、とても有り難く思えました。 

制限の中で活動は短縮されましたが、子ども達や保護者が満足しても

らえるよう、内容を充実させるために、より考えるようになりました。手

作り玩具では、１歳児にはミトン人形、２歳児には神経衰弱ができるコ

ースターを作りました。子どもたちが笑顔で遊んでいる場面を見て、と

ても嬉しかったです。 

保育士がマスクをしていても、微笑みかけると子どもはにっこり笑

顔を返してくれます。 

これから状況がどのように変化するか分かりませんが、今後も周囲に

笑顔で接すること、不安にさせないよう配慮した言葉かけ、感染対策

のための気遣いや行動を心がけ、子ども達と共に日常を大切に過ご

していきます。 

 

 

仮園舎のくらしを楽しんでいます    ひまわり保育園 

昭和５１年に建てられた園舎から仮園舎に引っ越

しをし、ただ今、新園舎建設中です。 

異年齢のおうちが５つあり、０，１歳児は『ひだまりの

おうち』、１～５歳児の『あさひのおうち』、『こもれび

のおうち』、『こかげのおうち』、『ゆうばえのおうち』

でできています。   

仮園舎では、新型コロナウイルス感染拡大に気をつ

けながら、できることを子どもも大人も一生懸命楽し

んでいます。令和３年度はオリンピック年にちなんで、『夏のひまわりんぴ

っく』『秋のひまわりんぴっく』『冬のひまわりんぴっく』を開催しました。２

月には赤鬼もやってきて豆まきの攻防戦が繰り広げられました。 

卒園式もできるのか心配しましたが、無事、卒園生を送りだすことができ

ました。 

どこにいても暮しを楽しめるひまわりの強さをうれしく感じながら、新園

舎完成を心待ちにしています。 

安全は一人の目よりみんなの目 No.2 

 



                 

 

 
 

我が園のこだわりの活動 きらら保育園 

我が園では、年長さんだけの活動になりますが、月に 1 回お茶会を

行っています。肥後古流のお茶の先生に来ていただきご指導いただい

ています。茶筅（ちゃせん）、茶杓（ちゃしゃく）、棗（なつめ）等の道具を

一式揃えて、お茶会の時間は遊戯室に畳を敷き、正座をして取り組ん

でいます。と、このように書くと堅苦しく子ども達が嫌々やっているので

はないかと思われるかもしれませんが、実際は毎回茶菓子を食べられ

る事もあって、子ども達は楽しんで参加しています。それと先生のお人

柄がとても優しく、作法自体も子ども向けにくずした形で教えていただ

いています。お茶会での所作を通して「人の話しを聞く」「相手の事を

思いやる」等の豊かな心の育成を目的として行っています。 

新型コロナの流行前は、卒園前の 3 月に保護者をお招きして、お点

前を披露していました。それ以外の毎回のお茶会の時は、子ども達が

点てたお茶を、自分でこぼさないように各クラスの先生のところまで運んできてくれて、それを職

員がいただき、子ども達に「美味しかったよ～ありがとう」など、声かけをして保育士とのコミュニケ

ーションを楽しんでいました。新型コロナの為、もう2年あまりそれらの

活動（他人が点てたお茶を飲むこと）ができなくなっています。早く終息

し制限のない活動ができるようになる事を願うと共に、受け身ではな

く、制限がある中でも何か工夫をして取り組んでいかなければと考え

る日々です。（写真はコロナ前の卒園前のお茶会です） 

 

緑と光の風の中、子どもたちの声が戻ってきました！！ 芳野保育園 

コロナウイルス感染でまん延防止措置と

なり、登園自粛などで少ない人数での保育

活動となりました。やはり、子どもたちの声

が聞こえないと寂しく感じます。 

春になって、友だちと笑い合う姿や遊びに

夢中になり、元気な姿が園に戻ってきました

が現実は普段の日常生活を始め、保育参観や発表会などの行事が思うようにできなくなりました。

私たちは、子どもたちがいつもの通りの生活を送れるよう「できない」から「やらない」のではなく、

コロナ禍だからこそやれる活動を考えています。 

当園では、金峰山という自然豊かな環境や畑に地域の高齢者の方

との交流など、子どもたちにとって充実した保育活動を送ることができ

ます。この恵まれた環境の中でより良い子どもたちの育ちを大切にし、

保育活動を行っていきたいと思います。 

 

No.3 子どもらの安全守る保育士愛 

 



                 

 

 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止により

延期・中止する場合がございます。 

 

 

 

 

毎日、お仕事お疲れ様です。 

コロナ禍がつづき、先生方もおうち時間を持て余していませんか?また、保育園での時間に 

１００均で買った材料を使ってちょっと手の込んだ製作にチャレンジしてみませんか?  

今回は、つまみ製作初級編・上級編と番外編を載せてみました。番外編は皆様おなじみチュッパチ

ャプスを使ったウサギさんです。ちょっとしたプレゼントに出来ますよ。ぜひお試しください。 

   
 

 

 

                              

                                                                               

 

 

 

開設 20 周年記念 
雑草の森まつり 

5 月 1 日（日） 立田山野外保育センター(雑草の森) 

5 月通常総会 5 月 28 日（土） ホテル熊本テルサ 

 

ご結婚おめでとうございます 
 藤崎台保育園 令和 3 年 9 月 20 日  保育士 古閑 聖良先⽣（旧姓：⻄） 

心の目いつも開いて安全保育 No.4 

日常の生活の中で、「もう少し楽になるといいな」ということや、 

「少し得した気分」となるような、ほんの些細なことだけど知ると 

誰かに伝えたくなるようなものを集めてみました。皆さんでご覧ください。 

 

つまみ製作初級編 つまみ製作上級編 番外編 

チュッパチャプスうさぎさん 


